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（商法）


第2問

Ａ社は乗用車の製造・販売を定款所定の目的とする株式会社であり、Ｂ社は自動車部品の製造・販売を定款所定の目的とする株式会社である。Ａ社は、Ｂ社の議決権の80パーセントを保有している。深刻な経済不況が続く中で、Ａ社の代表取締役Ｃは、Ｂ社の代表取締役Ｄに対して、Ａ社が買い受けるＢ社製造の自動車部品の値段を市価の30パーセントに値下げすることを要請した。Ｄは当初この要請を拒絶した。これに対し、Ｃは、この要請を受諾しないと、次期株主総会においてＤを再任しないと述べ、最終的にはこの要請をＤに受諾させ、この自動車部品取引は実行された。この事例に含まれる会社法上の問題について論じなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（配点：50点）
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